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ブラジルの金融市場動向 Weekly Report

先週のブラジル・レアルは対米ドル、対円で下落しまし
た。また、2年国債金利は小幅に低下しました。

年金改革法案を巡る政治情勢につきましては、政府に
よる議会工作が難航した結果、14日（現地、以下同様）
にマイア下院議長が同法案の年内における下院採決を
断念し、2018年2月に先送りすることを表明しました。

ブラジル金融市場では、採決延期を受けてブラジル・レ
アルが急落する場面がありましたが、年内採決に対する
市場参加者の期待感はさほど高くなかったこともあり、週
末にかけては下落幅を縮小しました。一方、財政赤字拡
大とブラジル国債の格下げへの懸念から、長期金利は
上昇基調となりました。

12日に発表された金融政策委員会（12月6日開催分）
の議事録では、2018年2月の次回会合でも緩やかな緩
和の継続が適切とみられるとの見解が示され、2年国債
金利の低下要因となりました。

【2】今週の見通し

今週のブラジル金融市場は、年金改革法案の採決延
期の余波が残る可能性があるものの、クリスマス休暇を前
にめぼしい政治イベントもないことから、為替・債券ともに
動意に乏しい展開を想定しています。

年金改革法案について、マイア下院議長が示した新た
なスケジュールでは、2018年2月5日に審議を再開し、19
日に下院本会議での採決を実施する予定となっていま
す。政府は各議員を説得する1カ月以上の時間的猶予を
確保しましたが、年が明けて2018年10月の総選挙が意
識され始めると、国民に痛みを強いる改革への賛成票は
より集めづらくなることが見込まれます。政府が法案内容
でさらなる妥協を強いられ、年金改革が財政再建にもた
らす効果が低下することは懸念されますが、投資家のブ
ラジル経済に対する信認を保つためには同法案の可決
が必要であることから、今後も法案審議の行方や政府の
議会工作の動向には注目が集まります。

経済指標等につきましては、経済活動指数やインフレ
率（IPCA-15）の発表が予定されています。

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。

【ブラジル 金利推移】

【ブラジル・レアル 為替推移】
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【2017年12月9日～2017年12月15日までの推移】
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